
高齢者は長時間座ったまま、同じ姿勢でいることが多く、
尾てい骨が圧迫されることからくる痛みを緩和させる
下着の開発を望む声が多数寄せられました。そこで、尾
てい骨部にかかる体圧を受け止めるためのパッドを内
蔵する「サポートパンツの商品開発」を行いました。

図2　開発した商品「尾てい骨サポートパンツ」

図1　圧力分布の状況把握
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　　高齢者の実生活に合致した商品開発

　総務省の国勢調査・人口推計「高齢者白書」（平成20年

度）によると、65歳以上の高齢者数は2,660万人で、うち

12％が80歳以上の後期高齢者となっています。後期高齢

者対応について、ケアマネージャーの相談内容では、「引き

こもり」による生活機能低下と、身体障害についての相談

が多く、見受けられます。そこで、高齢者の衣生活改善を

テーマに有限会社とみと共同研究に取り組みました。開発

にあたり、インタビューやアンケートを実施し、ユーザー

の生活環境や実情を把握し問題点を抽出、意向嗜好に合致

した機能性と実用性を伴う商品の開発を行いました。

　　サポートパンツ開発のポイント

　日常生活で使用頻度の高い下着を選定し、痛みの軽減

をはかる機能を付加することにしました。まず対象ユー

ザーの圧力分布測定を行い、体圧が常にかかる位置を特

定しました（図1）。得られた結果から、特定部位にかかる

力を受け止めるパッドを内蔵する下着を考案しました。

　パッドの形状については、体圧が常に集中する部位に

粘土をつけ、型取りを行い、理想の形状を作製しました。

またパンツ（下着）は、パット内蔵ポケットを有する形状

を作製し、着心地の良さ、体型カバーなどに留意し、高齢

高齢者用、
尾てい骨サポートパンツの
商品開発
　ユーザー評価にもとづき機能性と快適性を追求

製品化事例 ③

自然光を利用し省エネを実現したLED照明システムを
共同開発しました。省エネと明るさを両立させ、さらに既
存の設備を活用した省資源であることが特徴です。既設
蛍光灯照明の取り換えの促進を狙います。

表1　開発LED照明と蛍光灯との比較

図１　完成したLED照明システム電子・機械グループ　＜多摩テクノプラザ＞　佐藤　研
【共同研究先】三福株式会社

製品化事例 ②

省エネを実現した
LED照明システムの
共同開発
　明るさを犠牲にしない省エネ調光システム

　　暗くならない省エネを目指して

　最近、照明機器は蛍光灯からLEDへの取り換えが進ん

でいます。さまざまなLED照明が発売されていて省エネ

をうたっていますが、昼も夜も同じ明るさで点灯してい

るLED照明では、昼は必要以上に明るいことでしょう。明

るさを調整できるシステムならば、より省エネになるこ

とは簡単に想像できますが、その都度リモコンで明るさ

を変更するのは手間がかかります。光センサーで自動的

に調整するにしても、広いオフィスなどではセンサーの

設置場所によっては暗い場所もできてしまう可能性があ

ります。

　もっと簡単で、明るさを犠牲にせず、しかも省エネを達

成するにはどうすればよいか、この課題に企業と共同で

取り組みました。

　　相談が共同開発のはじまり

　共同研究企業がこの照明システムの製品原案を持って

都産技研に相談にこられたことから、この共同開発が始ま

りました。

　自然光を利用して無駄な照明を抑えるこのシステムの開

発ポイントは、①低コスト、②明るさを犠牲にしない、③蛍光

灯より省エネであること、④既存の設備を活かす、の4点で

した。

　都産技研では、調光アルゴリズムの研究と組込みソフト

の開発を行いました。調光アルゴリズムの開発では、①光

センサーを使わない、②安価な組込みマイコンでも動作可

能である、という2点に配慮しました。

　企業では、独自の電力線通信、取付角度可変ソケットを

新規開発し、配光特性と既存の配線、照明取付器具の活用

両立を狙った開発が行われました。

　　共同開発製品の性能

　自然光の光量を予測するには、日出・日没時間のデータ

が必要ですが、それを算出するには、複雑な三角関数の式

が必要です。これを安価な組込マイコンでもストレスな

く動作できるところまで近似化させ、太陽光量予測アル

ゴリズムを完成させました。

　本アルゴリズムの利用によって、予測した太陽の明る

さを有効活用することで省エネを達成しています。本開

発製品と従来の蛍光灯を同じ明るさ（800lx）で比較する

と電力で約38％削減でき、さらに横方向への配光特性を

活かすために可変ソケットを採用し、取り付け角度を調

整可能とすることで、設置台数を約17％減らした間引き

運用も可能になりました（表1）。

　なお、本共同研究により製品化されたLED照明システム

は、製品外観デザインも都産技研にてサポートさせていただ

くとともに（図１）、海外への製品展開も考慮し、PCT国際出

願「PCT/JP2012/077719」を行っています。

者の体型に合致する型紙設計を行いました。デザイン性

については、意向嗜好調査の結果を反映させました。

　　開発商品の効果とユーザーからの評価

　商品の開発ポイントは、①伸縮性・耐久性に優れている

こと、②股下マチ部分には消臭加工素材を適用しているこ

と、③尾てい骨保護パッドを収納するＵ字型ポケットを有

していること、④尾てい骨保護パッドおよび収納体が内蔵

していること、⑤体への負担を軽減するウエストベルト設

計、⑥縫着部位を少なくし肌への負担をかけない設計な

ど、機能性と実生活の快適性に配慮しました（図2）。　

　ユーザーの試着試験では、①「素材の肌触りが良い」、②

「パッド、収納体の違和感がない」、③「尾てい骨の当たり

が軽減された」、④「補正効果、美尻効果がある」、⑤「デザ

イン性が高く綺麗」、などの好評価が得られました。この

共同研究による新技術については、特許出願「特願

2012-103787」を行いました。今後、新商品の販売を行

い、待望するユーザーにお届けする予定です。

（製品パンフレットより）

尾てい骨保護パッド 尾てい骨サポートパンツ

パッド収納体 実際に試着した様子
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